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歩行者移動支援サービスの役割分担のイメージ
主に、公共的な提供
が求められるサ ビ

主に、民間からの提供
が期待 きるサ ビ

国・自治体による支援、
が求められるサービス

（ビジネスとして成立し難い）

が期待できるサービス

（ビジネスとして成立可能）

国 自治体による支援、
多様な主体の参画が必要

【全国の現地事業】

地域の協議会等（自治地域の協議会等（自治
体・民間他で構成）が

サービスを提供
（サービスの組み合わせは

地区で様々有り）

Challengedg
（障がい者）

外国人

高齢者

利用者数
多

健常者災害

利用機会
【民間事業者】

民間がビジネスとして

観光・レジャー

日常生活

国による環境整備が必要
（オープンデータ環境、技術開発等）

利用機会
多

民間がビジネスとして

サービスを提供
日常生活
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歩行者移動支援サービスの仕組みと現地事業の状況

が主流スマホやタブレットを活用 ＧＰＳが主流
（これを補完する技術を官民が開発中）

利用者の位置をサービスを利用するための
特定する技術情報端末

地図データ

ソフトウェア

＋

各種情報データ
（地図データ、施設データ、歩行空間NWデータ等）

施設データ
病院情報、トイレ情報、店舗情報 等
（位置、施設概要、等）

それぞれの地区で、事業者が
デ

歩行空間NWデータ

独自に殆どのデータを収集・整備

歩行者移動支援サービスに必要な各種情報データ

経路情報、位置情報 等
（段差、交差点、等）
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今後の方向性（案）

• 歩行者移動支援に必要なデータを、適切な役割分担の下に、
オープンデータ環境で整備。オ プンデ タ環境で整備。

• 技術資料の提供や技術開発、制度設計などにより、普及を支援。

• サ ビス提供コストの縮減• サービス提供コストの縮減。

• 情報の量（種類）と質（鮮度、信頼性）の向上。

• 利用者のニーズに合致した多様なサービスを、様々な主体が提供。
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歩行者移動支援の普及促進に向けて検討すべき事項 （論点）

■データに関して■デ タに関して
• 様々なサービスを展開するためにはどのようなデータが必要か。

（共通的に必要なデータ、サービス毎に必要なデータ）

容易に 次利用を可能とするためには ど ような形式 公開される とが望まし か

■利用ルールに関して

• 容易に二次利用を可能とするためには、どのような形式で公開されることが望ましいか。

利用 関

• データの二次利用を容易に可能とするためには、どのようなルールが必要か。

例えば） 責任の所在、著作権、CCライセンス、民間データの取り扱い、等

■役割分担に関して
• オープンデータ環境の構築や運営には、どのような仕組みと役割分担が望ましいか。

• サービス提供にあたっては、どのような役割分担が望ましいか。

支援策に関し

例えば） 費用負担、データホルダーの参画の仕組み、ユーザーの参画の是非、等

■支援策に関して
• オープンデータ環境の構築や運営に対してどのような支援が必要か。

歩行者移動支援サ ビスの全国的な普及促進を図るためには 各サ ビス提供者に対して• 歩行者移動支援サービスの全国的な普及促進を図るためには、各サービス提供者に対して
どのような支援が必要か。

例えば） ガイドライン、技術開発、等 4


